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学校段階間の接続の重要性

令和4年8月1日（月）
明海大学 教授 石鍋 浩

教授 坂本 純一

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
皆さん、おはようございます。第６回講座を担当します、明海大学の石鍋浩です。同じく、坂本純一です。よろしくお願いいたします。
本講座のテーマは、「学校段階間の接続の重要性」です。１時間ごとの授業づくりを考えると言うよりもこれからの外国語教育を考えていくという大きな内容になりますので、他の講座に比べ抽象的な部分も多くなるかと思います。できるだけ先生方のやり取りを多くして考えを広げ深めていただきたいと考えていますのでよろしくお願いいたします。（クリック）



事前課題

• 各地区における学校段階間の接続の成果と課題
について他校・他地区の参加者と協議できるよう
にしておきましょう。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
事前課題については、ここに示したように、接続の成果と課題を他校・他地区の先生方と協議できるようにしておきましょうとさせていただきました。
先生方は、学校段階間の接続について、どのような印象をお持ちでしょうか？中には、教科化されたばかりなので、自分の授業について考えることで精一杯で、他校種のことを考える余裕はないとおっしゃる方もいらっしゃるはずです。
これは当然と言えば当然かも知れませんね。（クリック）



講座への希望調査の中から

• 小中の接続については、小学校の担当者とし
ても必要な内容ですが、中高の接続について
は、必要ないとは言わないまでも、重要度は
ずっと低いと思うので、講座での扱いはもっ
と軽くていいと思います。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
事前に教育委員会にお願いして講座への希望調査をとってもらいました。そこにこのような記述がありました。「小中の接続については、小学校の担当者としても必要な内容ですが、中高の接続については、必要ないとは言わないまでも、重要度はずっと低いと思うので、講座での扱いはもっと軽くていいと思います。」（クリック）�




講座への希望調査の中から

• 小中の接続については、小学校の担当者とし
ても必要な内容ですが、中高の接続について
は、必要ないとは言わないまでも、重要度は
ずっと低いと思うので、講座での扱いはもっ
と軽くていいと思います。

講座に限ってのご意見
とは思いますが・・・

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
赤字の部分は、（クリック）あくまでこの講座における扱いに限ってのご意見と思います。ここで、誤解のないようにあえて申し上げたいのは、これからの時代は、小中高の接続はどれもが同じように重要であるということです。このことは抑えさせてください。（クリック）



本講座の概要

• 小学校段階において育むべき資質・能力を、三つ
の柱に沿って、教育課程全体及び教科等ごとに
明確化し、中学校以後の学びに円滑に接続させ
ることが求められています。本講座では、各地区
における学校段階間の接続の成果と課題を出し
合い、小学校から中学校以後の指導へ円滑に接
続できるようにするための指導方法や言語活動
等について考えていきます（講義・協議型）。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
WEBページにも書かせていただいた本講座の概要です。「これからの時代は中学校以後の学びに円滑に接続することが求められている」ということを意識しながら皆様と一緒に学校段階間の接続について考えて行きたいと思います。（クリック）



早速ですが、話し合いをお願いします！

• なぜ、小学校から中学校以後の

教育への円滑な接続が求められて

いるのだと考えますか？

２つの拠点校
から発表

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
では、早速話し合いをしていただきます。「なぜ、小学校から中学校以後の教育への円滑な接続が求められているのだと考えますか？」
各拠点校で話し合いをしてください。拠点校以外で参加の先生方は、お近くに先生方がいらっしゃればその方と、お一人の場合にはご自身でお考えください。（クリック）
後ほど２つの拠点校から発表していただきます。では２分間、話し合いをお願いします。

狛江市と妙高市を指名。
＊（時間があれば）キーワードについて他地区へ振る。（クリック）



これからの時代に求められる資質・能力

①何を理解しているか、何ができるか

（生きて働く「知識・技能」の習得）

②理解していること・できることをどう使うか

（未知の状況にも対応できる

「思考力・判断力・表現力等」の育成）

③どのように社会・世界と関わり、

よりよい人生を送るか

(学びを人生や社会に生かそうとする

「学びに向かう力、人間性等」の涵養）

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
では、ここで確認です。皆さん、良くご存じのことです。これからの時代に求められる資質・能力の3つの柱です。
「知識・技能」「思考力・判断力・表現力等」「学びに向かう力、人間性等」、これら三つの柱は、小中高一貫したものです。
いわゆる小中高を串刺しにして、どの校種においてもこれらが偏りなく実現されることが求められています。
当然のことですが、校種ごとに子どもたちに育成する力がバラバラであったり、校種間に指導方法や指導内容等にギャップがあたっりした場合、困ってしまうのはもしろん子どもたちです。
今次の学習指導要領では、子どもたちの育ち、成長を途切れさせることなく、連続させていくためにも、小中高共通してこれらの資質・能力を育成していくという考えがとても重要視されているのです。
ここで本学の坂本にバトンタッチします。（クリック）



小・中・高に共通する「見方・考え方」

外国語によるコミュニケーションにおける見方 · 考え
方とは、外国語で表現し伝え合うため，外国語やそ
の背景にある文化を，社会や世界，他者との関わり
に着目して捉え，コミュニケーションを行う目的や場
面，状況等に応じて，情報を整理しながら考えなどを
形成し，再構築すること。
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外国語によるコミュニケーションにおける見方 · 考え
方とは、外国語で表現し伝え合うため，外国語やそ
の背景にある文化を，社会や世界，他者との関わり
に着目して捉え，コミュニケーションを行う目的や場
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小・中・高に共通する「見方・考え方」

各教科等の「見方・考え方」は，「どのような視点で物事を捉え， どのような
考え方で思考していくのか」というその教科等ならではの物事を捉える視点
や考え方である。（小学校学習指導要領解説「外国語活動・外国語編」）

見方→どのような視点で物事を捉えるのか

考え方→どのような考え方で思考していくのか



小・中・高に共通する「見方・考え方」

外国語によるコミュニケーションにおける見方 · 考え
方とは、外国語で表現し伝え合うため，

【見方】外国語やその背景にある文化を，社会や世
界，他者との関わりに着目して捉え，

【考え方】コミュニケーションを行う目的や場面，状況
等に応じて，情報を整理しながら考えなどを形成し，
再構築する

こと。



小・中・高に共通する「見方・考え方」

• 「外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方」とは，外国語に よるコミュニケーションの
中で，どのような視点で物事を捉え，どのような考 え方で思考していくのかという，物事を捉える視
点や考え方であり，「外国語 で表現し伝え合うため，外国語やその背景にある文化を，社会や世界，
他者と の関わりに着目して捉え，コミュニケーションを行う目的や場面，状況等に応 じて，情報を整
理しながら考えなどを形成し，再構築すること」であると考え られる。

• 外国語やその背景にある文化を，社会や世界，他者との関わりに着目して捉 えるとは，外国語で
他者とコミュニケーションを行うには，社会や世界との関 わりの中で事象を捉えたり，外国語やその
背景にある文化を理解するなどして 相手に十分配慮したりすることが重要であることを示している。

• また，コミュ ニケーションを行う目的や場面，状況等に応じて，情報を整理しながら考えな どを形
成し，再構築することとは，多様な人々との対話の中で，目的や場面， 状況等に応じて，既習のも
のも含めて習得した概念（知識）を相互に関連付けてより深く理解したり，情報を精査して考えを形
成したり，課題を見いだして解決策を考えたり，身に付けた思考力を発揮させたりすることであり，
外国語で表現し伝え合うためには，適切な言語材料を活用し，思考・判断して情報を整理するととも
に，自分の考えなどを形成，再構築することが重要であること を示している。

（小学校学習指導要領解説「外国語活動・外国語科編」）



外国語（英語）に関する各地区の連携・接続の
状況を教えてください。

• 先生方の学校では、小学校・中学校間の連携が行われて
いますか？

• 授業参観は？

• 年間指導計画の交換等は？

• 指導方法等についての検討会は？

• 授業参観後の研究協議は？

• 小中連携したカリキュラムの作成は？



令和3年度英語教育実施状況調査（文科省）

72.5%



令和3年度英語教育実施状況調査（文科省）

39.7%

62.6%

20.2%





令和３年度英語教育実施状況調査（文科省）

9.0% 20.7%



小学校・中学校間の連携・接続の成果と課題

• 各地区における「成果」と「課題」を出し合いましょう！

各地区
から発表

〇他地区の発表を聞いて

共通点は？
新たな発見は？

〇他地区への質問



中学校学習指導要領解説外国語編 改訂の趣旨から

【今までの成果】

・様々な取組を通じて指導の充実が図られてきた。

・中学校においては，小学校における外国語活動の成果として，英語で
積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度が育成され，「聞くこと」及
び「話すこと」の活動を行うことに慣れているといった変容が生徒に見られ
ること等も踏まえ，授業における教師の英語使用や生徒の英語による言
語活動の割合などが改善されてきている。



中学校学習指導要領解説外国語編 改訂の趣旨から

【今までの課題】

・学年が上がるにつれて児童生徒の学習意欲に課題が生じるといった状況や，
学校種間の接続が十分とは言えず，進級や進学をした後に，それまでの学習内
容や指導方法等を発展的に生かすことができないといった状況も見られている。

・授業では依然として，文法・語彙等の知識がどれだけ身に付いたかという点に
重点が置かれ，外国語によるコミュニケーション能力の育成を意識した取組，特
に「話すこと」及び「書くこと」などの言語活動が適切に行われていないことや「や
り取り」・「即興性」を意識した言語活動が十分ではないこと，読んだことについて
意見を述べ合うなど，複数の領域を統合した言語活動が十分に行われていない
ことなどの課題がある。また，生徒の英語力の面では，習得した知識や経験を
生かし，コミュニケーションを行う目的や場面，状況等に応じて自分の考えや気
持ちなどを適切に表現することなどに課題がある。



各地区への希望調査から

• 小・中・高で目指す姿の具体（Ｙ）

• 小学校（外国語活動、外国語）、中学校（外国
語）がねらいとすること及び授業で目指すべき
子どもの姿を段階ごとに示していただけるとあ
りがたい。（Ｍ）

• 小学校英語のゴールイメージについて（Ｋ）

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
再び、石鍋に変わります。事前に各地区へお願いした調査において、様々な希望が出てまいりました。いくつかのカテゴリーに分けてお話しをさせていただきます。
まず、小・中・高で目指す姿の具体（Ｙ）
小学校（外国語活動、外国語）、中学校（外国語）がねらいとすること及び授業で目指すべき子どもの姿を段階ごとに示してほしい。（Ｍ）
小学校英語のゴールイメージについて（Ｋ）
これらを講座で扱ってほしいのことでした。
なお、カッコ内のアルファベットは、区市の頭文字です。（クリック）



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
高等学校学習指導要領解説外国語英語編の付録にこのような一覧表があります。ここに参加しているウ先生方は、小学校あるいは中学校の解説はご覧になったかも知れませんが、小中の解説の一覧には高校の部分が示されていません。ですので、ここでは高校の一覧の一部を使います。
これは外国語科の「目標」についてです。ここには、各学校段階で目指す姿が示されています。目標ですので概括的に示されていますが、各学校段階で目指す児童・生徒の姿やゴールイメージはもっていただけるのではないでしょうか。（クリック）




外国語科の目標

小学校第３学年及び第４学年
外国語活動

• 外国語によるコミュニケー
ションにおける見方・考え方を
働かせ，外国語による聞く こ
と，話すことの言語活動を通
して，コミュニケーション を図
る素地となる資質・能力を次
のとおり育成することを目指
す。

小学校第５学年及び第６学年
外国語

• 外国語によるコミュニケー
ションにおける見方・考え方を
働かせ，外国語による聞く こ
と，読むこと，話すこと， 書く
ことの言語活動を通して，コ
ミュニケーションを図る基礎と
なる資質・能力を次のとおり
育成することを目指す。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
小学校の外国語活動と外国語科を拡大しました。共通している部分にアンダーラインを引きました。「外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ」，「外国語による（聞く こと，話すこと、読むこと、書くこと）の言語活動を通して」が共通しています。
発展・追加されている部分は、赤字にしました　「読むこと」「書くこと」が加わったこと、「素地」が「基礎」になっている部分です。（クリック）




外国語科の目標
中学校
外国語

• 外国語によるコミュニケー
ションにおける見方・考え方
を働かせ，外国語による聞く
こと，読むこと，話すこと， 書
くことの言語活動を通して，簡
単な情報や考えなどを理解し
たり表現したり伝え合ったりす
るコミュニケーションを図る資
質・能力を次のとおり育成す
ることを目指す。

高等学校
外国語

• 外国語によるコミュニケーションに
おける見方・考え方を働かせ，外
国語による聞くこと，読むこと，話
すこと， 書くことの言語活動及びこ
れらを結び付けた統合的な言語
活動を通して，情報や考えなどを
的確に理解したり適切に表現した
り伝え合ったりするコミュニケーショ
ンを図る資質・能力を次のとおり育
成することを目指す。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
中学校高校ではどうなっているでしょう。「外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方 を働かせ」「外国語による（聞く こと，話すこと、読むこと、書くこと）の言語活動を通して」は小学校と共通です。
小中高どの校種においても「見方・考え方を働かせること」「言語活動を通してコミュニケーションを図る資質・能力を育成すること」が共通の目標なのです。（クリック）




プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
さらに、一覧表には3つの資質・能力に関わる記述もあります。（クリック）



思考力・判断力・表現力等

小学校第３学年及び第４学年
外国語活動

• 身近で簡単な事柄について，
外国語で聞いたり話したりし
て自分の考えや気持ちなどを
伝え合う力の素地を養う。

小学校第５学年及び第６学年
外国語

• コミュニケーションを行う目的や場
面，状況などに応じて，身近で簡単
な事柄について，聞いたり話したり
するとともに，音声で十分に慣れ親
しんだ外国語の語彙や基本的な表
現を推測しながら読んだり，語順を
意識しながら書いたり して，自分の
考えや気持ちなどを伝え合うことが
できる基礎的な力を養う。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
時間の関係で「思考力、判断力、表現力等」の部分のみ見てみましょう。
中学年の外国語活動と高学年の外国語科の共通点は、「身近で簡単な事柄につい て，外国語で聞いたり話したりして自分の考えや気持ちなどを伝え合う」という部分です。
一方、高学年で発展・追加されてた部分としては「コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて」「外国語の語彙や基本的な表現を推測しながら読んだり，語順を意識しながら書いたり して」であることがわかります。
補足ですが、読んだり書いたりするのは、音声で十分に慣れ親しんだ外国語の語彙であると言うことも忘れてはなりません。まさに、小学校における今までの成果を大切にしてほしいと思います。（クリック）




思考力・判断力・表現力等

中学校
外国語

• コミュニケーションを行う目的
や場面，状況などに応じて，
日常的な話題や社会的な話
題について，外国語で簡単な
情報や考えなどを理解したり，
これらを活用して表現したり
伝え合ったりすることができる
力を養う。

高等学校
外国語

• コミュニケーションを行う目的や場
面，状況などに応じて，日常的な話
題や社会的な話題について，外国
語で情報や考えなどの概要や要点，
詳細，話し手や書き手の意図など
を的確に理解したり，これらを活用
して適切に表現したり伝え合ったり
することができる力を養う。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
「コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて」や最後の「伝え合ったり＝伝え合う」という部分は小学校と共通と言うことがわかります。
もちろん、中学、高校へとすすめば、高度なことが求められていくことは当然ですが、小学校で学習していることが明確に結び付いていることがわかります。（クリック）




高等学校学習指導要領解説 付録

〇他に

「５つの領域別の目標」

の学校段階別一覧表がありますので参考に

してください。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
高校の学習指導要領解説の付録には、他に「５つの領域別の目標」の学校段階別一覧表があります。ネットで引けますので、ぜひ参考にしてください。小中高で目指す子どもたちの姿、ゴールをイメージできると思います。（クリック）




各地区への希望調査から

• 接続のために、何をどのように行うか（Ｙ）

• 小学校・中学校における目指すべき子どもの
姿につながる言語活動例を知りたい。（Ｍ）

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次に、「接続のために、何をどのように行うか（Ｙ）」「小学校・中学校における目指すべき子どもの姿につながる言語活動例を知りたい。（Ｍ）」という希望がありました。これらについて一緒に考えていきましょう。（クリック）
�




プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ここでは、言語活動の例について見てみましょう。先ほどと同じ、高校の学習指導要領の付録を見てみましょう。これは「聞くこと」の例です。（クリック）




プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
これは「話すこと（やり取り）」の例です。5領域についてこのように言語活動例が、小学校外国語活動から高校の外国語科まで示されています。
希望調査では、「小・中学校における目指すべき子どもの姿につながる言語活動の例を知りたい」とありましたので、小中に絞って見てみましょう。（クリック）



話すこと（やり取り）

知り合いと簡単な挨拶を
交わしたり，感謝や簡単
な指示，依頼をして，そ
れらに応じたりする活動。

小学校第３学年及び第４学年

外国語活動

小学校第５学年及び第６学年

外国語

初対面の人や知り合いと
挨拶を交わしたり，相手
に 指示や依頼をして，
それらに応じたり断った
りする活動。

中学校

外国語

関心のある事柄について，
相手からの質問に対し，
その場で適切に応答した
り，関連する質問をした
りして，互いに会話を継
続する活動。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
「話すこと（やり取り）」の言語活動例です。左から外国語活動、高学年外国語、中学校となっています。
中学年では、「知り合いと簡単な挨拶を 交わしたり，感謝や簡単な 指示，依頼をして，それらに応じたりする活動。」となっていますが、高学年では「初対面の人」が加わり、「断る」ことも加わります。
中学校では、「関心のある事柄について， 相手からの質問に対し，その場で適切に応答したり， 関連する質問をしたりし て，互いに会話を継続する 活動」に発展していきます。（クリック）




話すこと（発表）

小学校第３学年及び第４学年

外国語活動

小学校第５学年及び第６学年

外国語

中学校

外国語

自分の好き嫌いや，欲
しい物などについて，
人前で 実物やイラスト，
写真などを見せながら
話す活動。

簡単な語句や基本的な
表現を用いて，自分の
趣味や得意なことなど
を含めた自己紹介をす
る活動。

日常的な話題につい
て，事実や自分の考
え，気持ちなどをま
とめ，簡単なスピー
チをする活動。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
もう一つ見てみましょう。「話すこと（発表）」です。
中学年の外国語活動では「自分の好き嫌いや欲しいものなどについて、人前で実物やイラスト，写真などを見 せながら話す活動。」（Show　＆Tell) が、高学年では「簡単な語句や基本的な表現を用いて，自分の趣味や得意なことなどを含めた自己紹介をする活動」に発展します。 
それが中学校になる「日常的な話題について，事実や自分の考え，気持ちなどをまとめ，簡単なスピーチをする活動。」になっていきます。
「接続のために、何をどのように行うか（Ｙ）」「小学校・中学校における目指すべき子どもの姿につながる言語活動例を知りたい。（Ｍ）」という希望に対して、言語活動例の一部を紹介させていただきました。（クリック）




各地区への希望調査から

• 小・中接続の事例紹介（Ｉ）

• 小中交流の授業づくりの具体例を紹介して

ほしい。（Ｍ）

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
「小・中接続の事例紹介（Ｉ）」　「小中交流の授業づくりの具体例を紹介してほしい。（Ｍ）」という希望がありました。
小中接続の事例としては（クリック）�




小中接続の具体例

• 授業参観

• 年間指導計画の交換等

• 指導方法等についての検討会

• 授業参観後の研究協議

• 小中連携したカリキュラムの作成

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
先ほど挙手していただいたこれらの項目がまず例として挙げられます。（読み上げる）【時間がない場合：読み上げない】
この中で十分でないと思われる項目にはぜひ取り組んでいただきたいと思います。
もちろん先生方一人でできることではないので、管理職の先生方と相談しながら計画をしてほしいと思います。



＋αとして（提案）

・中学校の教員が、小学校で出前授業をする。

•小中学校の教員が、お互いの学校でティーム・ティーチング
をする。

•小中学校の教員が、合同で学習指導案を作成する。

•小中学校の教員が、合同でワークショップを行う。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ここは私からの提案です。
（項目を読み上げながら）・・・【時間があれば】拠点校の先生方とやり取り。事例があれば発表してもらう。
これも先生方一人でできることではありません。地域の小中学校全体で考えていってほしいです。
（【時間があれば】拠点校に質問・・・すでに実施している先生は？　紹介してください）
まず、できるところから一歩踏み出してください。



文部科学省
平成26～29年度
外国語教育強化
地域事業

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
これは、文科省　平成26～29年度　外国語（英語）教育強化地域拠点事業　での実践例です。
山口県光市立室積小学校・室積中学校の「小・中連携した活動事例」です。（クリック）



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
拡大してみてみましょう。
小中の連携を「人」・「もの」・「方法」の3つに分類しているようです。
「人の連携」は、さらに「教職員のつながり」と「児童・生徒のつながり」に分けています。（読み上げながら）（+新田の事例：生徒が動画で英語を使ってメッセージなど）
「もの」の連携は 「教材のつながり」を主としています。（読み上げながら）
そして、「方法の連携」では、「授業方法のつながり」を意識しています。（読み上げながら）（クリック）



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
もう少し詳しく見てみましょう。
前のスライドであった「授業スタンダードの活用」を見てください。１ Warm-up  ２　Practice /Today’s Goal   3 Activity  4 Look Back といった4つのステップを小中学校で共通にしているようです。
また、★授業や単元の展開方法 として、小中共通の取組を基にしながら、小学校から中学校へ積み上げていくといった実践です。
具体的には、（読み上げる）
とても参考になる事例ではないかと思います。（クリック）




各地区への希望調査から

• 小中連携の視点から、中学校で求められる指導上
のポイントを教えて欲しい（Ａ）

• 中学校英語の指導（導入）の方法について（Ｋ）

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
もう１点、中学校の視点から希望がありました。時間の関係で簡単な説明にとどめさせていただきます。（クリック）

【時間がない場合】もう１点、中学校の視点から希望がありましたが、時間の関係で、後ほど次の２枚のスライドを見てください。「今までの成果と課題」が述べられていますので成果をさらに充実させ、課題を解決していくことが大切になってきます。



【今までの成果】（再掲）から考えましょう

・様々な取組を通じて指導の充実が図られてきた。

・中学校においては，小学校における外国語活動の成果として，英語で
積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度が育成され，「聞くこと」及
び「話すこと」の活動を行うことに慣れているといった変容が生徒に見られ
ること等も踏まえ，授業における教師の英語使用や生徒の英語による言
語活動の割合などが改善されてきている。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
本講座の前半でお示ししたスライドです。
ここに示されている「今までの外国語教育の成果」をさらに充実させていくために、先生方の英語使用の量や質、生徒の英語による言語活動の量や質を見直し、改善を図ってみてください。（クリック）




中学校学習指導要領解説外国語編 改訂の趣旨から

【今までの課題】

・学年が上がるにつれて児童生徒の学習意欲に課題が生じるといった状況や，
学校種間の接続が十分とは言えず，進級や進学をした後に，それまでの学習内
容や指導方法等を発展的に生かすことができないといった状況も見られている。

・授業では依然として，文法・語彙等の知識がどれだけ身に付いたかという点に
重点が置かれ，外国語によるコミュニケーション能力の育成を意識した取組，特
に「話すこと」及び「書くこと」などの言語活動が適切に行われていないことや「や
り取り」・「即興性」を意識した言語活動が十分ではないこと，読んだことについて
意見を述べ合うなど，複数の領域を統合した言語活動が十分に行われていない
ことなどの課題がある。また，生徒の英語力の面では，習得した知識や経験を
生かし，コミュニケーションを行う目的や場面，状況等に応じて自分の考えや気
持ちなどを適切に表現することなどに課題がある。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
「今までの課題」のスライドです。
課題が明確になっているので、それを解決することが重要であることは言うまでもありません。
本講座のテーマである「学校種間の接続が十分でない」という点については、ここに参加している先生方が率先してこの課題解決に向けて実践をしてくださることを心から期待します。
「話すこと」及び「書くこと」などの言語活動（つまりアウトプットを重視するということ）を適切に行っていくこと、
「やり取り」・「即興性」を意識した言語活動を行っていってほしと思います。
また、複数の領域を統合した言語活動（聞いたことや読んだことについて意見を述べ合うなど）やコミュニケーションを行う目的や場面，状況等に応じて自分の考えや気持ちなどを適切に表現する活動などを多く取り入れていってください。（クリック）




前文部科学省 初等中等教育局 教育課程課 山田誠志 教科調査官の資料から

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
前文部科学省教科調査官の山田誠志先生の資料を用いて本講座のまとめにします。
「互いの考えや気持ちを伝え合う対話的な言語活動」を一層重視する。
小学校でも中学校でも大切にしてください。（クリック）



前文部科学省 初等中等教育局 教育課程課 山田誠志 教科調査官の資料から

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
「互いの考えや気持ちを伝え合う」
ここにあるように、架空の誰かになりきって何かを表現するのではなく、私が考えていること、私の本当の気持ちを伝える場面を多く設定してください。
そして、先生方ご自身も自分のことを伝えてください。先生の姿を手本にして児童・生徒は自分の考えや気持ちを伝えられるようになっていくはずです。（クリック）



前文部科学省 初等中等教育局 教育課程課 山田誠志 教科調査官の資料から

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
そして、対話的な言語活動を一層重視してほしいと思います。　（読み上げる）　　　（クリック）





質問は
ありませんか？

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
わずかですが時間が残りました。本講座について何か質問があればお受けいたします。



ご清聴ありがとうございました。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
本日は小中の接続を中心にお話させていただきましたが、これからの時代は冒頭でもお話したように、小中高、学校段階間の接続が重要になってきます。
学校種にとらわれず、どの校種でも共通な考え、共通なゴールを目指して児童・生徒を育てていきたいものです。
それはすべて「子どもたちのため」なのです。
ぜひ、先生方の地域で素晴らしい実践をしていただくことを期待して、講座を閉じさせていただきます。（クリック）
ありがとうございました。
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